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伊予市役所　　　 ☎９８２－１１１１（代表）
〒７９９－３１９３ 伊予市米湊８２０番地
ファクス　 　　 ９８３－３６８１（代表）
ホームページ 　 https://www.city.iyo.lg.jp  　                      
中山地域事務所 　☎９６７－１１１１（代表）
〒７９１－３２９２ 伊予市中山町出渕２番耕地１３８番地１
双海地域事務所 　☎９８６－１１１１（代表）
〒７９９－３２９２ 伊予市双海町上灘甲５８２１番地６

問い合わせ

２　 すくすくいよっ子
３　 令和８年度施政方針・当初予算
６　 後期高齢者医療保険料・介護保険料
　 各保険料をご確認ください
８　 市役所の組織機構が変わります ほか
１０　しせいニュース
１７　犬の登録と狂犬病予防注射
１８ 健康ガイド
１９ ほっとアングル
２２ まなびランド
２４ くらしの情報
２６ きらり人
２７ イベント情報、カレンダー
２８ 思いをカタル

目 次

表紙の紹介

　３月３日のひな祭りに合わせて、上灘保育所では園
児手作りのひな人形を制作。ピアノ伴奏に合わせて「う
れしいひなまつり」を歌い、みんなでお祝いしました。

これからもずっと兄弟仲良しでいてね☆

すくすくいよっ子大募集！
　掲載希望の人は、子どもの名前、生年月日、
住所、連絡先、メッセージ（１５～２５字程度）を
書いて写真を添え、メール、またはえひめ電
子申請システム【伊予市】からお
申し込みください。
■対象　小学校入学前の子ども
■提出先　総務課（Ｅメール
soumu@city.iyo.lg.jp）

辰本 翔
と わ
和 くん　和

わ く
玖 くん（米湊）

令和元年８月７日生まれ（６歳）
令和４年２月８日生まれ（４歳）

▲応募専用
フォーム

(2)２０２６．４ 広報いよし



令
和
８
年
度

施
政
方
針
・
当
初
予
算

昨
年
は
、
私
の
４
期
目
の
任
期
が
ス

タ
ー
ト
し
、
ま
た
伊
予
市
に
お
い
て
は
、

合
併
か
ら
２０
年
と
い
う
歴
史
的
な
節
目

を
迎
え
た
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
８
年
は
、
今
の
伊
予
市
を
超
え

て
い
く「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
Ｉ
ｙ
ｏ
Ｃ

ｉ
ｔ
ｙ
〜
繋
が
り
、
広
が
る
、
伊
予
市

の
未
来
〜
」、
こ
の
テ
ー
マ
を
さ
ら
に
進

化
さ
せ
、
共
に
一
丸
と
な
っ
て
未
来
へ

挑
戦
す
る
年
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
重
要
施
策
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度

に
第
３
次
伊
予
市
総
合
計
画
を
策
定
予

定
で
あ
り
ま
す
。
本
市
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
人
口
減
少
、
災
害
、
終
わ
り
の
見

え
な
い
物
価
高
騰
な
ど
厳
し
さ
を
増

し
、
絶
え
ず
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
も 令

和
８
年
第
２
回
伊
予
市
議
会
定
例
会

は
や
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
の
考
え

方
だ
け
で
は
、
将
来
の
多
様
か
つ
複
雑

な
課
題
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い
時
代

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

行
政
が
一
方
的
に
事
業
を
実
施
す
る
だ

け
で
な
く
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆

さ
ま
の
経
験
や
知
恵
、
そ
し
て
未
来
へ

の
思
い
を
持
ち
寄
り
、
こ
れ
か
ら
の
伊

予
市
の
姿
を
共
に
創
造
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
新

た
に「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
」、
す
な

わ
ち「
地
域
幸
福
度
」と
い
う
視
点
を
取

り
入
れ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
行
政
評
価
は
何
を
し
た
か
と

い
う
事
業
実
績
や
施
設
の
数
と
い
っ
た

客
観
的
な
数
値
が
中
心
で
し
た
。
し
か

し
、
数
字
が
整
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
が

必
ず
し
も
市
民
の
皆
さ
ま
の「
幸
せ
」に

直
結
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ

【
主
な
取
り
組
み
】

○
ＪＲ
伊
予
市
駅
、
伊
予
鉄
道
郡
中
港
駅

周
辺
の
利
便
性
の
向
上
や
に
ぎ
わ
い
の

創
出
に
向
け
た
整
備

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
利
便
性
の
向
上
、
庁
内
で「
公

共
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」の
立
ち

上
げ

○
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
地
域
産
業
の
活
性
化

○
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修

に
関
す
る
補
助
金
額
の
増
額

○
避
難
所
指
定
建
物
の
配
水
管
の
耐
震

化 快
適
空
間
都
市
の
創
造

基
本
目
標
１

主
要
施
策

の「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
」と
い
う

主
観
的
な
物
差
し
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
そ
の
施
策
に
よ
っ
て
、
市
民
は
本

当
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
か
と
い
う
視

点
に
立
ち
、
政
策
を
評
価
・
改
善
で
き

る
体
制
へ
と
転
換
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《（
省
略
）市
の
主
要
施
策
》

本
市
は
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
・
潜

在
能
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
広
域

的
な
視
点
を
踏
ま
え
、
相
乗
効
果
を
生

み
出
し
な
が
ら
、
３
万
人
の
心
豊
か
な

幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に「
即
現
場
、
即

対
応
。
動
け
ば
、
変
わ
る
」と
い
う
私
の

信
念
を
貫
き
つ
つ
、
市
民
と
の
対
話
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
未
来
に
向
け
て
種
を
ま
き
続
け
る

と
と
も
に
、
新
た
な
芽
吹
き
と
成
長
を

実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

(3) 広報いよし ２０２６．４

所
信
表
明（
抜
粋
）



適
切
な
財
政
規
模
に
よ
る
健
全
な

財
政
運
営
を
考
慮
し「
伊
予
市
総
合

計
画
」の
成
果
目
標
の
達
成
を
見
据

え
、
よ
り
一
層
の「
選
択
と
集
中
」を

進
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か

つ
効
果
的
に
活
用
し
、
本
市
の
将
来

像
で
あ
る「
ま
ち
・
ひ
と
と
も
に
育

ち
輝
く
伊
予
市
」の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
予
算
編

成
と
し
て
い
ま
す
。

主
要
事
業
は
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
構

築
事
業
、
小
中
学
校
・
屋
内
運
動
場

空
気
調
和
設
備
整
備
事
業
、
重
点
支

援
地
方
交
付
金
事
業
な
ど
で
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算

教
育
や
福
祉
、
土
木
な
ど
の
基

本
的
な
行
政
運
営
の
経
費
を
賄
う

「
一
般
会
計
」と
、
公
共
料
金
や
利
用

料
な
ど
独
自
の
収
入
が
あ
る「
特
別

会
計
」に
区
別
し
て
経
理
や
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
は
、
７
事
業
の
特
別

会
計
と
２
事
業
の
公
営
企
業
会
計
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計
当
初
予
算

○
特
別
会
計
予
算
総
額

９８
億
５
８
５
万
円

（
前
年
比
１．５
％
増
）

○
水
道
事
業
会
計
予
算
総
額

１３
億
１
２
２
５
万
円

（
前
年
比
１６．５
％
減
）

○
下
水
道
事
業
会
計
予
算
総
額

１５
億
９
０
３
５
万
円

（
前
年
比
５．８
％
減
）

区分 予算額 前年比

国民健康保険 ４２億６，８３０万円 ▲２．２％

介護保険 ４６億６，３６３万円 ４．０％

飲料水供給施設 ３１４万円 ▲３４．８％

浄化槽整備 １，４７９万円 ▲７．１％

伊予港上屋 １，１６３万円 ２１．１％

後期高齢者医療 ８億１，９６７万円 １７．２％

都市総合文化施設運営事業 ２，４６９万円 ▲１９．１％

特別会計

区分 予算額 前年比

水道事業 １３億１，２２５万円 ▲１６．５％

下水道事業 １５億９，０３５万円 ▲５．８％

公営企業会計

民生費
７９億１，０８５万円
（３９％）

衛生費
１６億９１７万円
（８％）

総務費
２６億３，７４３万円（１３％）公債費

２０億４，８７３万円
（１０％）

消防費
９億３，９５６万円（５％）

農林水産業費
８億１，６８１万円（４％）

商工費 ３億９，４６７万円（２％） その他 ５億８６５万円（２％）

教育費
１８億２７３万円
（９％）

○
一
般
会
計
予
算
総
額

２
０
２
億
３
１
６
４
万
円

（
前
年
比
１．４
％
増
）

・
義
務
的
経
費（
人
件
費
・
扶
助
費
・

公
債
費
）

９８
億
３
７
６
５
万
円

（
前
年
比
３．８
％
増
）

・
投
資
的
経
費（
普
通
建
設
事
業
費
・

災
害
復
旧
費
）

１６
億
５
９
３
２
万
円

（
前
年
比
３５．７
％
増
）

市税
３８億８，２２３万円
（１９％）

地方交付税
６６億４，０１６万円（３３％）

国・県支出金
４８億１，９６８万円
（２４％）

市債
９億６，４１０万円
（４％）

その他 １６億１００万円（８％）

自主財源
３１％

依存財源
６９％

歳出 歳入
２０２億３，１６４万円

その他
８億４，５１１万円
（４％）

繰越金
６億円（３％）

繰入金
８億７，９３６万円（５％）

土木費
１５億６，３０４万円
（８％）

【
主
な
取
り
組
み
】

◯（
仮
称
）伊
予
市
こ
ど
も
計
画
の
策
定

◯
特
定
健
診
受
診
環
境
の
整
備
や
周
知

啓
発
の
徹
底
、
健
康
管
理
に
対
す
る
支

援
の
強
化

○
妊
娠
か
ら
出
産
、
育
児
に
至
る
ま
で

の
情
報
を
適
時
・
適
切
に
配
信
、
母
子

の
健
康
を
よ
り
効
果
的
に
支
援
す
る
体

制
の
整
備

◯
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

○
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
更
新

健
康
福
祉
都
市
の
創
造

基
本
目
標
２

○
消
防
団
第
１１
分
団
と
な
る
女
性
分
団

の
創
設

○
主
要
公
共
施
設
の
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
化
の
推
進

【
主
な
取
り
組
み
】

○
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
学

校
体
育
館
空
調
設
備
の
整
備

◯
不
登
校
傾
向
に
あ
る
児
童
・
生
徒
へ

の
支
援
拡
充

◯
中
学
校
運
動
部
に
お
け
る
休
日
の
活

動
の
地
域
ク
ラ
ブ
化

○
小
・
中
学
校
に
導
入
し
て
い
る「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協

議
会
制
度
）」の
理
解
促
進
と
関
係
団
体

と
の
連
携
強
化

生
涯
学
習
都
市
の
創
造

基
本
目
標
３

○
認
知
症
施
策
推
進
計
画
の
策
定

○
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
窓
口
の
機
能
充

実
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
整
備

【
主
な
取
り
組
み
】

◯
県
・
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
と
連
携
し
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
に
よ
る
、
新
た
な
農
業

参
入
者
な
ど
将
来
有
望
な
担
い
手
の
育

成
・
確
保

○
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
い
た
漁
港
施

設
な
ど
の
整
備

○
事
業
承
継
の
円
滑
化
と
新
規
創
業
を

促
す
体
制
づ
く
り
の
推
進

○
企
業
誘
致
の
推
進
に
よ
る
新
た
な
産

業
基
盤
の
構
築
と
雇
用
創
出

○
松
前
町
・
砥
部
町
と
連
携
し
て「
う

ま
味
」と
い
う
共
通
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

も
と
に
し
た
、
広
域
的
な
新
し
い
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

○
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
施

設
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
発
信
の
充

実 産
業
振
興
都
市
の
創
造

基
本
目
標
４

【
主
な
取
り
組
み
】

○
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

持
つ
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

○
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
い
よ
り

ん
」な
ど
、
関
係
機
関
と
の
協
働
に
よ

る
移
住
促
進

○「
関
東
ふ
る
さ
と
伊
予
市
」「
い
よ
し

フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」な
ど
の
交
流
会

の
充
実
に
よ
る
関
係
人
口
の
創
出
・
拡

大○
女
性
の
参
画
拡
大
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
普
及
・
定
着
の
促
進

○
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
財
務
情

報
の
発
信
、
透
明
性
・
公
平
性
を
重
視

し
た
行
財
政
運
営

参
画
協
働
推
進
都
市
の
創
造

基
本
目
標
５

(5) (4)広報いよし ２０２６．４ ２０２６．４ 広報いよし

２０２億３，１６４万円



後期高齢者医療保険料・介護保険料

各保険料をご確認ください

社会全体で制度を
支えています

＼　
　　
／

(7) 広報いよし ２０２６．４

■問い合わせ　愛媛県後期高齢者医療広域連合（☎９１１－７７３４）、または市民
課（直通☎９８２－１１１３）

基準額の調整

令和８・９年度後期高齢者医療保険料の改定

　後期高齢者医療制度は、保険料を２年ごとに見
直しています。剰余金や財政安定化基金を活用
することで、被保険者の増加などによる医療給付
費の増加や子ども・子育て支援納付金分の徴収
開始に伴う被保険者への影響をできるだけ小さ
くするよう配慮します。令和８・９年度の保険料
は下表のとおりです。

■均等割額の軽減

対象者の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額）

軽減割合

医療分 子ども・子育て
支援納付金分

４３万円＋
１０万円×（給与・年金所得者の数－１）以下

７．２割 ７割

４３万円＋
３１万円×（世帯の被保険者数）＋
１０万円×（給与・年金所得者の数－１）以下

５割 ５割

４３万円＋
５７万円×（世帯の被保険者数）＋
１０万円×（給与・年金所得者の数－１）以下

２割 ２割

※給与・年金所得者の数は、次のいずれかに該当する人の合計です。
◯給与収入金額（専従者給与収入を除く）が５５万円を超える
◯６５歳未満で公的年金等収入金額が６０万円を超える
◯６５歳以上で公的年金等収入金額が１２５万円を超える

■１人当たりの保険料の計算方法（年額）

保険料

←
医療分

＝
均等割額

＋
所得割額

限度額８５万円 ５５，６３０円 （総所得金額等－４３万円）×所得割率９．７９％

←
子ども・子育て
支援納付金分 ＝

均等割額
＋

所得割額

限度額２万１千円 １，３２０円 （総所得金額等－４３万円）×所得割率０．２５％

　　　　　　　※子ども・子育て支援納付金分は、令和８年度から１０年度にかけて段階的に引き上げられます。

　子育て世帯に対する支援の拡充を通じて、子
どもや子育て世帯を社会全体で支える制度です。
児童手当の拡充や妊婦のための支援給付など、子
どもや子育て世帯を支援する事業の財源として
活用されます。令和８年度からは、医療分と合わ
せてご負担いただくことになります。

子ども・子育て支援金制度の開始

　これまで、介護保険料の算定は、老齢基礎年金
の満額支給額相当として年金収入等８０万９千円
を基準額としていました。

令和８年度介護保険料

■令和８年度の所得段階別の保険料（１２カ月の額）
所得
段階 対象者 保険料

１
生活保護受給者
老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税 ２２，２３０円

本人および世帯全
員が市民税非課税

本人の課税年金収入額＋その他の合計所得金額が８２万６，５００円以下

２ 本人の課税年金収入額＋その他の合計所得金額が８２万６，５００円超１２０万円以下 ３７，８３０円

３ 本人の課税年金収入額＋その他の合計所得金額が１２０万円超 ５３，４３０円

４ 本人が市民税非課
税（世帯内に市民
税課税者がいる）

本人の課税年金収入額＋その他の合計所得金額が８２万６，５００円以下 ７０，２００円

５ 本人の課税年金収入額＋その他の合計所得金額が８２万６，５００円超 ７８，０００円

６

本人が市民税課税

合計所得金額が１２０万円未満 ９３，６００円

７ 　　　〃　　　 １２０万円以上２１０万円未満 １０１，４００円

８ 　　　〃　　　 ２１０万円以上３２０万円未満 １１７，０００円

９ 　　　〃　　　 ３２０万円以上４２０万円未満 １３２，６００円

１０ 　　　〃　　　 ４２０万円以上５２０万円未満 １４８，２００円

１１ 　　　〃　　　 ５２０万円以上６２０万円未満 １６３，８００円

１２ 　　　〃　　　 ６２０万円以上７２０万円未満 １７９，４００円

１３ 　　　〃　　　 ７２０万円以上 １８７，２００円

　令和７年中の老齢基礎年金の満額支給額が
８２万６，４６４円となることから、令和８年度の年金
収入等の基準額を８２万６，５００円に変更します。

■対象　６５歳以上、または今年度６５歳になる人

税制改正に伴う特例措置
　令和７年度の税制改正で、給与所得控除
額が５５万円から６５万円に引き上げられま
したが、令和８年度の介護保険料の算定は、
従前の控除額と同様に調整して計算します。
　これにより、市民税が非課税でも介護保
険料の所得段階では課税とみなす場合があ
ります。
　令和９年度以降は、税制改正後の基準に
より算定します。
■問い合わせ　長寿介護課（直通☎９８２－
１１１７）

＼　＼
疑問にお答えします

Ｑ．どのように調整される？
Ａ．給与収入が５５万１千円以上１９０万円未満の
人は、介護保険料の算定基準となる合計所得金額
が税制改正前の水準まで引き上げられます。

Ｑ．給与収入が１９０万円以上の場合は？
Ａ．通常どおり算定されます。

Ｑ．年金収入のみの場合は？
Ａ．特例措置は給与収入がある人が対象です。
年金収入のみの人は通常どおり算定されます。



地域商品券を市民全員に交付します
１人当たり５千円分

■対象　２月１日時点で市内在住の人
■交付金額　１人当たり５千円分の商品券（千円券×５枚）
■利用期限　９月３０日（水）
■その他　手続き不要です。４月以降、世帯主宛て
に世帯全員分を送付します。
■問い合わせ 商工観光課（直通☎９８２－１１２０）

　食料品価格などの物価高騰による家計負担を軽減するため、市
内の登録店舗で使える地域商品券を交付します。登録店舗など
詳しくは、伊予市ホームページをご覧ください。

市役所の組織機構が変わります
４月１日（水）から組織

機構
■問い合わせ 企画政
策課（直通☎９０９－６３６４）

■問い合わせ
福祉課（直通☎９８２－１１２１）

■新設する部・室
○水道部
　将来にわたり安全な水を安定して供給する
ため、経営体制を強化します。上・下水道事業
の特性に合わせ、公営企業としての専門性を
高め、透明性のある運営を目指します。
○財政課管財室
　公共施設の老朽化対策や財産管理などの所
管課業務を支援します。専門性を高めること
で、事務処理の迅速化と市の財産管理の適正
化を進めます。

社会環境の変化に対応し、多様なニーズに、
より迅速に応えるため、４月１日（水）から市
役所の組織機構が変わります。部署間の連携
を強化し、行政サービスの向上を目指す主な
変更点は 4つです。

■所管を変更する課（旧部名）
○商工観光課を企画振興部へ（産業建設部）
　地域創生課との連携を深め、観光・物産振興
などの「戦略」から「実行」までを一貫して行い
ます。事務を効率化し、伊予市の魅力をより
強力に発信します。
○環境政策課を市民福祉部へ（産業建設部）
　生活に直結する課題に対し、福祉部門と連
携して対応します。複合的な困り事にも、よ
り迅速に解決を目指します。

出場選手とボランティアを募集します
第１３回伊予市トライアスロン大会ｉｎふたみ

募集

■問い合わせ 伊予
市トライアスロン大
会ｉｎふたみ実行委
員会（☎９８６－５５６０）

　県内外から集まる鉄人たちが、双海町を舞
台に熱い戦いを繰り広げる「伊予市トライアス
ロン大会ｉｎふたみ」の選手とボランティアを募
集します。

■日時　８月２日（日）、７時～
■会場　ふたみシーサイド公園周辺
■内容　スイム１．５㎞、バイク４０㎞、ラン１０㎞
※３種目を続けて行う個人の部と１種目ずつ交代
するリレーの部があります。

■対象　平成２０年１２月３１日以前に生まれた人
■参加費　
◯個人の部　２万４千円

※ＴＲＩＪ登録選手は、２万３千円です。

◯リレーの部　３万９千円
■申し込み方法　伊予市トライアスロン大会ｉｎ
ふたみホームページからお申し込みください。
■申込期限　４月１７日（金）
■その他　ボランティアは随時募集していま
す。詳しくは、伊予市トライアスロン大会ｉｎふ
たみホームページをご確認ください。

手話奉仕員養成講座
手話でコミュニケーション

募集

　聴覚障がい者などのコミュニケーションを
支援する講座の受講生を募集します。

■受講期間　４月３０日（木）～令和９年３月
※全４３回（入門・基礎課程）。
■日時　毎週木曜日、１８時３０分～２０時３０分
■場所　市役所
■対象　次の全てに該当する人
○市内に住所か勤務先があり、講座修了後に
取得技術を活用した活動ができる
○自宅学習のためのネット環境が整っており、
動画視聴が可能な端末を持っている
■定員　１０人程度　
※応募者多数の場合は抽選します。

■受講料　無料
※学習教材の費用が必要です。

■申し込み方法　受講申込書を福祉課へ提出、
またはえひめ電子申請システム【伊予市】でお
申し込みください。
※受講申込書は、伊予市ホームペー
ジからダウンロードするか、福祉
課、または各地域事務所でお受け
取りください。

■申込期限　４月２０日（月）

これは「出会う」という
手話です。人差し指を出
して中央に寄せます。皆
さんにお会いできること
を楽しみにしています♪
講師 手話通訳士
森川美惠子さん（上三谷）

▲詳しくは
こちら

▲詳しくは
こちら

▲申し込み
専用フォーム

(9) (8)広報いよし ２０２６．４ ２０２６．４ 広報いよし
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しせいニュース

人の動き（２月末日現在）
人口　　３４，６０６人（－２６）
　男　　　１６，３７４人（－１３）
　女　　　１８，２３２人（－１３）
　世帯　１６，３００世帯（－１）
　出生　　　　１４人（＋２）
　死亡　　　 　４７人（－５）
※（　）は前月比。

市内の交通事故状況（２月末日現在）
２月 累計 前年比

発　生 １件 ８件 －２件
死　者 ０人 ０人 ±０人
傷　者 １人 ８人 －３人

※暫定値のため、数値が変動する場合があります。

市内の街頭犯罪等認知状況（２月末日現在）
２月 累計 前年比

侵 　入  　盗 １件 １件 ±０件
自  動  車  盗 ０件 ０件 ±０件
オートバイ盗 ２件 ２件 ＋２件
自  転  車  盗 １件 １件 ＋１件
車 上 ね ら い ０件 ０件 ±０件

水道の休日当直当番業者
月 日 指定工事事業者 電　話

４

４㈯ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５
５㈰ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８
１１㈯ ㈱友澤設備 大　平 ９８２－１３８１
１２㈰ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８
１８㈯ ㈲升田金物店 出　渕９６７－００６７
１９㈰ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０
２５㈯ ㈲港南設備 稲　荷９８２－４４８７
２６㈰ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３
２９㈬ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

※ボックスを含む水道メーターから宅地側の修理は自
己負担。

※業者への依頼は、８：３０～１７：００。

市税の納期（４月）
納期限 口座引落日

固定資産税
（第１期） ４月３０日（木）４月２７日（月）

◆市役所手話通訳者駐在日…月～金曜日（祝日を除く）、８時３０分～１７時
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▲申し込み
専用フォーム

▲１１月７日、『第４回関東
「ふるさと伊予市」』に大学
生が参加
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対

象
住
宅
の
立
地
条
件
な
ど
で
決
定

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

下
表
参
照

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
は
、
別
途
使

用
料
が
必
要
で
す
。

■
選
考
方
法

公
開
抽
選
で
入
居
順

位
を
決
定
し
ま
す
。
希
望
す
る
住
宅
に

空
き
が
な
い
場
合
は
、
補
欠
入
居
者
と

し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

※
ひ
と
り
親
、
心
身
障
が
い
者
世
帯
な
ど

は
、優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

４
月
１
日
㈬
〜
１２
月
２８

日
㈪
、
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

※
毎
月
末
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
方
法

都
市
整
備
課
、
ま

た
は
各
地
域
事
務
所
の
窓
口
で
申
込
書

を
配
布
し
ま
す
。
説
明
書
類
を
確
認
し

た
上
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
整

備
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
不
可
。

■
注
意
事
項

原
則
、
即
入
居
は
で
き

ま
せ
ん
。
空
室
で
あ
っ
て
も
、
数
カ
月

お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
。

■市営住宅
地域 伊予 中山 双海

団地・住宅

安
広
団
地

新
川
団
地

鳥
ノ
木
団
地

　門
　前
　住
　宅

　竹
　之
　内
　団
　地

豊
岡
団
地

下
灘
団
地

二
瀬
団
地

あ
か
ね
団
地

夕
や
け
団
地

住
宅
基
本
情
報

建築年度 Ｈ１４ Ｈ７ Ｓ４８～
５４ Ｈ１４ Ｈ８ Ｈ２ Ｈ１８ Ｈ１３ Ｈ１０ Ｈ８

家賃目安
（Ｒ７年度）

２１～
５３千円

１６～
４０千円

９～
２６千円

１２～
４２千円

１０～
３４千円

１８～
３６千円

１９～
３７千円

１８～
３５千円

１７～
３３千円

１７～
３４千円

間取り
３ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ

３ＤＫ
２ＤＫ ３ＤＫ ３ＬＤＫ

１ＤＫ
３ＬＤＫ
１ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ

給湯設備 有 有 無 有 有 有 有 有 有 有

エレベーター 有 １棟有
２棟無 無 無 無 無 無 無 無 無

駐車場 有 有 有 有 有 有（少） 有 有 有 無

※鳥ノ木団地の浴槽・給湯設備は、入居者による設置・管理となります。
※家賃目安は、間取り、所得によって変動する家賃額の幅を表記しています。
※駐車場は全戸数分ないため、契約できない場合があります。
※門前住宅と竹之内団地は、要件なしで単身でも申し込み可能です。

■特定公共賃貸住宅
地域 中山 双海

団地
泉
町
団
地

門
前
団
地

清
流
団
地

住
宅
基
本
情
報

建築年度 Ｈ７ Ｈ８ Ｈ５

家賃月額 ４５千円 ４５千円 ２５千円

間取り ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ

給湯設備 有 有 有

エレベーター 無 無 無

駐車場 有 有 有

（
単
身
用
有
）

（
単
身
用
有
）



しせいニュース

(13) (12)広報いよし ２０２６．４ ２０２６．４ 広報いよし

令和８年度会計年度任用職員を募集します

職種 人数 勤務場所 必要資格など
ことばの教室指
導員 ２人程度 郡中小学校

言語聴覚士や保育士の資格、教員免許（幼・小・中・養護・特別支援
学校）のいずれかを有し、発達障がいの知識を持つ

スクール・サポー
ト・スタッフ １人程度 小・中学校 ―

■採用期間　任用日～令和９年３月３１日（水）
■選考方法　書類審査・面接
■申込期限　４月３０日（木）必着
※土・日曜日、祝日を除きます。

※詳しくは、伊予市ホームページをご確認ください。

■申し込み・問い合わせ　学校教育課（直通☎
９８９－９８７１）

地球温暖化対策

環境に優しい取り組みに補助します
■問い合わせ 環境政策課
（直通☎９０９－６３３８）

　地球温暖化対策の推進や環境意識の高揚を図るため、省エネ性能の高い
家電製品を購入した人や住宅用新エネルギー設備などを導入した人に、補
助金を交付します。必要書類や申し込み方法など詳しくは、伊予市ホーム
ページをご確認ください。

▲詳しくは
こちら

補助金名 補助金額

①
省エネ家電製品購入促進
補助金

市内に本店がある店舗で購入した家電：対象経費の２分の１（上限５万円）
市外に本店がある店舗で購入した家電：対象経費の２分の１（上限３万円）

②

住宅用リチウムイオン蓄
電池システム補助金
Ｖ２Ｈ充給電システム設
置補助金

上限６万円
※対象経費から、国や公共団体などから交付された補助金額を控除した金額に１０分の
１を乗じた金額が６万円以下の場合はその金額。

③
ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネ
ルギー・ハウス）補助金

上限３５万円
※対象経費から、国や公共団体などから交付された補助金額を控除した金額が３５万円
以下の場合はその金額。

④
家庭用電気自動車購入促
進補助金

（一社）次世代自動車振興センターが実施する補助事業で交付される補助金額に
２分の１を乗じた金額、または２５万円で金額が低い方

■申込期限　①令和９年１月２９日（金）②～④
令和 9年３月３１日（水）

■注意事項　先着順です。予算の上限に達し
次第、受け付けを終了します。

市役所休日・延長窓口

■取り扱い業務　住民票・戸籍の証明書・印
鑑証明書・所得（課税）証明書の交付、印鑑登
録申請、戸籍届出受領、マイナンバーカードに
関すること
※所得（課税）証明書の交付は、延長窓口のみ。

休日窓口
■日程 ４月２６日（日）
■時間 ８時３０分～１２時３０分
※マイナンバーカード業務の受け付けは１２時まで。

延長窓口
■日程 ４月９日（木）・２３日（木）
■時間　１７時１５分～１８時１５分
※マイナンバーカード業務の受け付けは１８時まで。

■問い合わせ　市民課（直通☎９８２－１１１２）

令
和
８
年
度
国
民
年
金
保
険
料

月
額
保
険
料
は
１
７
９
２
０
円
で
す

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

大
学
・
大
学
院
、短
期
大
学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
な
ど

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

令
和
８
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の

月
額
は
、
１
７
９
２
０
円
で
す
。

現
金
で
納
付
し
て
い
る
人
は
、
４
月

初
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
納
付
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
は
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
。
こ
の

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
前
年
所
得

が
基
準
以
下
の
学
生
の
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

■
所
得
の
目
安

１
２
８
万
円

■
必
要
書
類

学
生
証
の
写
し（
両
面
）、

ま
た
は
在
学
証
明
書（
原
本
）、
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
通
知
カ
ー
ド
で
も
可
）

※
前
年
度
申
請
し
て
い
る
人
で
、引
き
続
き

同
じ
学
校
に
在
学
中
の
人
は
、
日
本
年

場
合
、
月
々
６０
円
割
り
引
き
さ
れ
る
早

割
制
度（
口
座
振
替
の
み
）や
、
よ
り
お

得
な
６
カ
月
・
１
年
・
２
年
前
納
が
利

用
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

松
山
西
年
金
事
務
所

（
☎
９
２
５
ー
５
１
０
５
）、
ま
た
は
市

民
課金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
書
類
を
提
出

す
る
こ
と
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
送

付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
担
当
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
年
金
額
に
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

松
山
西
年
金
事
務
所

（
☎
９
２
５
ー
５
１
０
５
）、
ま
た
は
市

民
課

市
役
所
１
階
に
設
置
し
ま
し
た

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

長
寿
介
護
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
７
）

聞
こ
え
に
不
安
の
あ
る
人
が
、
安
心

し
て
相
談
や
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、

市
役
所
１
階
に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を

設
置
し
ま
し
た
。
声
が
聞
き
取
り
に
く

い
と
感
じ
る
人
、
高
齢
者
、
難
聴
の
人

な
ど
、
利
用
す
る
場
合
は
１
階
総
合
案

内
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

※
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
と
は
、耳
の
入
り
口

近
く
の
軟
骨
に
振
動
を
与
え
て
音
声
を

伝
え
る
仕
組
み
の
イ
ヤ
ホ
ン
で
す
。
耳
元

の
軟
骨
に
軽
く
当
て
る
だ
け
で
、
相
手

の
声
が
聞
こ
え
や
す
く
な
り
ま
す
。



しせいニュース

(14)２０２６．４ 広報いよし(15) 広報いよし ２０２６．４

　ネット通販で「商品が欠品のため返金する」
と連絡を受け、無料通話アプリで担当者の指
示に従い操作した結果、返金ではなく送金を
させられ、金銭をだまし取られる被害が増え
ています。

■アドバイス
◯知らない相手に安易にスマートフォンの画
面共有を許可しない、指示に従わない。
◯被害に遭った場合は、すぐにコード決済サー

安心ほっと

消費者相談
商工観光課
消費者相談窓口☎９８２－１２８９

「◯◯ペイで返金します」
という返金詐欺にご注意

今月のテーマ

ビス事業者に連絡して、警察にも相談する。
◯事前に通販サイトを確認する。次のような
サイトは詐欺の可能性が高いです。
・支払方法が「銀行振り込み」や「電子マネー」
に限定
・日本語が正しく表記されていない
・販売業者の名称、所在地、電話番号が明確に
記載されていない
・商品価格が通常より極端に安い

就
職
・
退
職
し
た
人

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

　

健
康
保
険
は
、
自
動
的
に
切
り
替
わ

る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
や
、
退
職
し
て
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
場
合
は
、
市
役
所
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
は
、
職
場
が

加
入
や
喪
失
の
手
続
き
を
行
い
ま
す

が
、
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
、
加
入

者
が
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
就
職
や
退
職
を
し
た
人
は
、
異
動

日
か
ら
１４
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

○
加
入
す
る
と
き　

職
場
の
健
康
保
険

が
喪
失
し
た
証
明
書

※
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、離
職
票

な
ど
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

　

は
、伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
、ま
た

は
市
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
脱
退
す
る
と
き　

加
入
者
全
員
分
の

国
民
健
康
保
険
と
職
場
の
健
康
保
険
の

両
方
の
資
格
確
認
書
、
ま
た
は
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ

※
各
届
け
出
に
は
、
世
帯
主
と
加
入
者
全

員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の
、届

け
出
者
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

（
届
け
出
者
が
同
一
世
帯
員
以
外
の
場
合

は
、委
任
状
が
必
要
で
す
）

加
入
す
る
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
、
職
場

の
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
で

す
。
そ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、

加
入
し
た
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
加
入
す

る
ま
で
は
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
い
っ

た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

脱
退
す
る
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

国
民
健
康
保
険
税
が
請
求
さ
れ
た
ま

ま
に
な
り
、
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
督
促

状
が
届
い
た
り
、
口
座
か
ら
引
き
落
と

さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
職
場
の
健
康
保
険
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
を
使
用
し
た

場
合
は
、
市
の
負
担
し
た
医
療
費
を
返

還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

地
域
創
生
課
（
直
通
☎
９
０
９
ー
６
３
８
２
）

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
民
間

企
業
が
、
本
社
所
在
地
以
外
の
地
方
自

治
体
が
行
う
地
方
創
生
事
業
に
対
し
て

寄
附
を
行
っ
た
場
合
に
、
税
制
上
の
優

遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
こ

の
た
び
、
㈱
ト
ラ
ッ
ク
１
バ
ン（
宇
和
島

市
）、
㈱
求
人
ジ
ャ
ー
ナ
ル（
群
馬
県
）よ

り
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
し
い
地
域
の
支
え
合
い

市
民
後
見
人
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す

長
寿
介
護
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
７
）

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的

障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
判
断
能
力
が
十

分
で
な
い
人
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

市
民
後
見
人
は
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
後

見
人
と
し
て
選
任
さ
れ
た
市
民
の
こ
と

で
す
。
身
近
な
立
場
か
ら
、
き
め
細
や

か
な
支
援
を
行
う「
新
し
い
地
域
の
支

え
合
い
」と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

○
成
年
後
見
制
度
や
市
民
後
見
人
の
活

動
に
関
心
が
あ
る

○
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
１８
歳

以
上
で
、
全
て
の
日
程
に
参
加
が
可
能

■
日
程

○
入
門
編　

５
月
２８
日
㈭
・
６
月
４
日
㈭

○
基
礎
編　

７
月
９
日
㈭
・
１６
日
㈭
・

２３
日
㈭

○
実
践
編（
講
義
）
　

１０
月
６
日
㈫
・
１３
日

㈫○
実
践
編（
演
習
）
　

令
和
９
年
１
〜
２

月
頃

■
時
間　

９
〜
１６
時（
予
定
）

■
場
所
　
市
役
所
４
階

※
実
践
編（
演
習
）は
、松
山
市
内
で
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
方
法　

長
寿
介
護
課
、
ま

た
は
福
祉
課
へ
申
込
書
を
郵
送
す
る

か
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　

４
月
３０
日
㈭

国
が
行
う
重
要
な
統
計
調
査

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

企
画
政
策
課
（
直
通
☎
９
０
９
ー
６
３
６
４
）

　

こ
の
調
査
は
、
全
て
の
産
業
分
野
の
売

上
金
額
や
費
用
な
ど
の
経
理
項
目
を
同

一
時
点
で
網
羅
的
に
把
握
し
、
事
業
所
・

企
業
の
経
済
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
４
月
中
旬

か
ら
５
月
に
か
け
て「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
用
調
査
書
類
」が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
未
回
答
や
新
し
く
把
握

し
た
事
業
所
に
は
、
調
査
員
証
を
携
行

し
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

■
対
象　

全
て
の
企
業
・
事
業
所

対
象
を
拡
充
し
ま
す

補
聴
器
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

長
寿
介
護
課
（
直
通
☎
９
０
９
ー
６
３
３
２
）

　

こ
れ
ま
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

る
こ
と
が
要
件
の
一
つ
で
し
た
が
、
世

帯
全
体
で
は
な
く
、
対
象
者
本
人
が
住

民
税
非
課
税
で
あ
れ
ば
該
当
し
ま
す
。

■
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

◯
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳
以
上

（
施
設
入
所
者
を
除
く
）

◯
住
民
税
非
課
税

◯
身
体
障
害
者
手
帳（
聴
覚
障
が
い
）の

対
象
と
な
ら
な
い

◯
医
師
に
よ
る
補
聴
器
の
使
用
が
必
要

と
証
明
が
得
ら
れ
る（
原
則
両
耳
３０
デ

シ
べ
ル
以
上
〜
７０
デ
シ
べ
ル
未
満
）

◯
補
聴
器
装
着
前
後
の
生
活
の
変
化
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
で
き
る

■
補
助
金
額　

上
限
３
万
円

■
申
請
方
法　

①
申
請
書
、
同
意
書
、
医
師
意
見
書
、
見

積
書
の
写
し
を
長
寿
介
護
課
に
提
出

②
補
聴
器
を
購
入

③
領
収
書
な
ど
を
長
寿
介
護
課
に
提
出

■
注
意
事
項
　
必
ず
購
入
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。

▲詳しくは
こちら



しせいニュース

(16)２０２６．４ 広報いよし

伊予消防署だより
伊予消防署☎９８２－０１１９
火災・救急☎１１９

皆さんの安心のため、消防は２４時間活動しています。
火災案内☎０５０－１８０９－１９１２
救急病院案内☎０５０－１８０９－１９１０

■市内の火災と救急出場件数（２月末日現在）
種別 ２月分 累計

火 災
件 数

伊予 １
１
伊予 ３

３中山 ０ 中山 ０
双海 ０ 双海 ０

救急出場
件 数

伊予 １１３
１３２

伊予 ２５６
３２０中山 １３ 中山 ３６

双海 ６ 双海 ２８

住宅用火災警報器設置率調査

　住宅用火災警報器の設置率調査と適切な維
持管理方法の普及啓発のため、訪問調査を行
います。調査の際は、消防職員が身分証を掲
示します。詳しくは、伊予消防等事務組合消
防本部ホームページをご覧ください。

■実施期間　４月中
■対象世帯　市内７０世帯
■内容　設置状況などの聞き取り調査
■調査員　伊予消防署・中山出張所・双海出
張所の消防職員

訪問調査にご協力ください ■住宅用火災警報器設置率（令和７年６月時点）
設置率 条例適合率

全国 ８４．９％ ６５．８％
愛媛県 ８１．２％ ７０．６％
伊予市 ８６．０％ ６２．８％

※設置率は、住宅用火災警報器を１個以上設置し
ている世帯の割合。条例適合率は、住宅用火災
警報器を条例に基づき設置している世帯の割合。

土
地
・
家
屋
の
価
格
や
課
税
台
帳
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」「
課
税
台
帳
」の
縦
覧

税
務
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
５
）

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
や
納
税
者
の

委
任
を
受
け
た
人
は「
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」で
、

比
較
し
た
い
土
地
や
家
屋
の
地
番
を
指

定
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
納
税
者
な
ど
は
、
資
産
内
容
が
分

か
る「
課
税
台
帳
」を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
地
番
参

考
図
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
所

在
確
認
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
３０
日
㈭

■
場
所　

税
務
課
、
ま
た
は
各
地
域
事

務
所

■
必
要
書
類

　
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
事
業
内
容
、
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、

伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
、ま
た
は

土
木
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

伊
予
市
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業

道
路
後
退
用
地
の
寄
附
の
受
け
付
け

土
木
管
理
課
（
直
通
☎
９
８
３
ー
１
７
４
８
）

　

道
路
の
幅
員
が
４
ｍ
に
満
た
な
い

「
狭
あ
い
道
路
」の
拡
幅
整
備
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
で
新
築
や
建
て
替
え
な
ど
の

際
、
道
路
後
退
用
地
を
市
に
寄
附
い
た

だ
け
る
場
合
は
、
事
前
協
議
の
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　

事
前
協
議
書
に
図

面
な
ど
の
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
土

木
管
理
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。



双海地域

９：０５～９：１５ 高野川集会所
９：２０～９：３０ 小網トンネル駐車場

９：３５～９：４０ 城ノ下（共栄網加工場裏周辺）
９：５０～９：５５ 本郷（四国種苗様前）
１０：００～１０：０５本郷（亀岡篤様宅前）
１０：１５～１０：２０双葉公民館
１０：２５～１０：３０ 本谷（元バス停前）
１０：３５～１０：４０日喰（ＪＲ下灘駅前）

１０：５５～１１：００ 池ノ久保（志女木様宅前）

１１：２０～１１：２５ 下浜集会所裏（漁港入口）
１１：３０～１１：４０ 上浜（下灘コミセン）
１３：１０～１３：１５ 大栄集会所
１３：２０～１３：２５日尾野集会所
１３：３０～１３：３５三島（バス停前）
１３：４０～１３：４５久保公民館
１３：５０～１３：５５ 両谷公民館
１４：００～１４：２０双海地域事務所

４月２２日（水）
中山地域

９：２５～９：３５ 上長沢（ウッドセンター前）
９：４５～９：５０ 犬寄（バス停前）
１０：００～１０：０５ 村中集会所
１０：１０～１０：１５ 竹之内集会所

１０：３０～１０：３５ 坪井（亀崎様宅前三差路）

１０：５０～１０：５５ 大矢（集会所下三差路）

１１：００～１１：０５ 下野中（西川延幸様宅前）
１１：１５～１１：２５ 栃谷集会所

１３：１５～１３：２５ 永木構造改善センター

１３：３５～１３：４５ 平沢（伊予鉄南予バス転回場）
１３：５５～１４：００ 高岡（農道記念碑前）
１４：１０～１４：３０ 中山地域事務所

４月２３日（木）
伊予地域

４月２４日（金）
８：４５～８：５５ 彩浜館
９：０５～９：２０ さざなみ館駐車場
９：３０～９：４５ 旧新川集会所前
９：５０～１０：０５ 鳥ノ木東集会所
１０：１５～１０：２５上三谷集会所
１０：３０～１０：４０下三谷集会所
１０：４５～１０：５０白水公民館
１０：５５～１１：１０ 下吾川池田集会所
１３：１５～１３：２０三秋集会所
１３：３０～１３：４０森消防団詰所
１３：４５～１３：５０本郡消防団詰所
１４：００～１４：１０ 三島天神社
１４：２０～１４：３５上吾川集会所

１０：００～１０：２０上野地区公民館
１０：３５～１０：５５ 中村地区公民館
１１：００～１１：２０ 郡中地区公民館
１３：２５～１３：４０双海地域事務所
１４：０５～１４：２０中山地域事務所
１４：４０～１５：００大平地区公民館

４月２６日（日）
全地域

８：５５～９：１０ 八倉中央集会所
９：１５～９：３０ 宮下集会所
９：３５～９：５５ 上野集会所
１２：４５～１２：５５稲荷西集会所
１３：００～１３：０５市場集会所

１５：１０～１５：２０唐川コミュニティセンター

４月２６日（日）

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

飼
い
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
の
接
種
は
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
下
記
の
日
程
で
各
地

域
を
巡
回
し
ま
す
。
犬
の
体
調
が
悪
い
場
合
な

ど
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
犬
の
登
録
料

３
０
０
０
円（
新
規
登
録
）

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
て
い
る
場
合
は
、

専
用
サ
イ
ト
か
ら
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
料

３
１
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
手
数
料
を

含
み
ま
す
。

必
ず
犬
を
押
さ
え
ら
れ
る
人
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。
危
険
と
判
断
さ
れ
る
犬
は
、
事
故
防
止

の
た
め
注
射
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課（
直
通
☎

９
０
９
ー
６
３
３
８
）

▲詳しくは
こちら

(17) 広報いよし ２０２６．４

犬の不妊去勢手術費補助
事業を終了します

　猫の不妊去勢手術費用
の補助に注力するため、
犬の不妊去勢手術費補助
事業は３月３１日（火）で
終了します。



こころの健康相談
日時 場所・申込先

５／１３（水） １３：００～１７：００ 保健センター

※前日までに予約してください。
※本人以外（家族）の人も相談できます。
※相談担当は、精神保健福祉士の熊本園子さんです。

健康診査・各種がん検診

※休日当番医は２７ページのカレンダーをご覧ください。

保健センター ☎９８３－４０５２ 健康ガイド

　健康診査は生活習慣病を予防するために大切
なものです。１年に１回は、自分の体の状態を確
認しましょう。通院中の人も対象です。

①集団健診
　詳しくは「令和８年度健診のご案内」（チラシ）、
または伊予市ホームページをご確認ください。
②個別健診
■持参物　健康診査受診券
■対象　
○４０～７４歳の伊予市国民健康保険加入者
※健康診査受診券は５月中旬に送付予定です。

○７５歳以上の人
※希望者に健康診査受診券を送付しますので、保健セ

健診で健康を見つけよう

今月のお知らせ

(18)２０２６．４ 広報いよし

個別栄養相談

※前日までに予約してください。

日時 場所・申込先
４／１４（火） ９：００～１６：００ 保健センター

フッ化物塗布

※母子健康手帳、歯ブラシ、１００円を持参してください。

日時 対象 場所
４／１５（水）１３：３０～１４：３０ 乳幼児 保健センター

※５月２６日（火）はレディースデイです。託児を希望する人は、申込時
に予約してください。対象は未就学児に限ります。

※日程により検査項目が異なります。

月日 受付時間 場所 申込期限
５／１８（月）

８：００～１１：００ 保健センター
４／２７（月）

５／２６（火） ５／１（金）
５／３１（日） ５／８（金）

■申し込み方法　コールセンター（☎０１２０
－４８９－３５５）、または伊予市健診予約シス
テムからお申し込みください。
※詳しくは「令和８年度健診の
ご案内」（チラシ）、または伊予
市ホームページをご確認くだ
さい。

▲詳しくは
こちら

▲①詳しく
はこちら

▲②詳しく
はこちら

▲③詳しく
はこちら

　フッ化物にはむし歯菌の活動を抑え、
歯を強くするなど、むし歯を予防する効
果があります。定期的に塗布しましょう。

ンターへご連絡ください。

■問い合わせ　県内医療機関
③い～よ１日ドック
■対象　４０～７４歳の伊予市国民健康保険加入者
■受診開始日　４月２０日（月）
■問い合わせ　愛媛県厚生連健診センター（☎
０１２０－８７４－７０２）、愛媛県総合保健協会（☎９８７
－８２０１）
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日頃の細やかな心遣いIY
O
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HOT ANGLE

2005(H
17)4.1

～善行生徒表彰

　地域や学校生活で善い行いをした
生徒が、伊予ロータリークラブから
表彰を受けました。
　受賞者は、前列左から白石優空さ
ん、新藤萌華さん、石丸心咲さん（以
上港南中）、日野陽翔さん、玉井侑里
さん（以上伊予中）、坪田睦生さん（中
山中）、武田美桜さん、奥田樹さん（以
上双海中）の８人です。
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～吉永悠悟さん 松山保護観察所長賞を受賞 
社会を明るくする運動作文コンテスト

　『第７５回社会を明るくする運動作文コンテスト』で双海
中学校３年の吉永悠悟さんが「松山保護観察所長賞」を受
賞しました。
　「矯正展に行って考えたこと」をテーマに、犯罪や非行
についての思いと立ち直りを支える地域の力をまとめた
作文。吉永さんは「矯正展には受刑者が詠んだ詩や俳句
などがあり、社会に出て頑張ろうとする人の思いを感じ
取ることができました」と話してくれました。

(19) 広報いよし ２０２６．４
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～企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
ご寄附ありがとうございました

　２月１２日、寄附をいただいた㈱大塚商会に、感謝状を
贈呈しました。
　企業版ふるさと納税は、民間企業が本社所在地以外の
地方自治体が行う地方創生事業に対して寄附を行った場
合に、税制上の優遇措置を受けられる制度です。いただ
いたスマートグラスセットは、多文化共生事業などに活用
させていただきます。
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～ポタ★マラいよ
３０㎞のポタリングとマラニック

　３月７日、伊予市、松前町、砥部町をマラソンや自転車
で走る『ポタ★マラいよ』を初めて開催し、県内外から約
１１０人が参加しました。
　マラソンとピクニックを合わせた「マラニック」とゆっく
りと自転車で走る「ポタリング」を楽しみながら、自然豊
かな景色と伊予市が誇る「だし」グルメを満喫できるイベ
ント。ＪＲ南伊予駅や伊予灘サービスエリア、えひめ森林
公園などを回るコースで、途中７ヵ所では地元食材で参
加者をもてなしました。
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～中山防災フェスティバル２０２６
楽しく防災を学ぶ２日間

　３月７・８日、未来高等学校中山キャンパスで、市と連
携協定を締結する㈱エヒメスポーツエンターテイメント
主催『中山防災フェスティバル２０２６』が開催されました。
　プロバスケットボールチームの愛媛オレンジバイキング
スを運営する同社が、地域住民とチームがつながり、共に
防災力を高めることを目的に開催。参加者は、バスケット
ボールの動きと防災知識を組み合わせた体験型プログラ
ム「防災バスケ」などを通じて、楽しく防災を学びました。
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～棺その他の葬祭用品の供給等の協力に関する協定
円滑な火葬業務を目指して

　２月２４日、市と伊予消防等事務組合は㈱公益社、㈱
ジェイエイえひめ中央、㈱ベルモニーと『災害時における
棺その他の葬祭用品の供給等の協力に関する協定』を締
結しました。
　同協定は、災害発生時に円滑な火葬業務を行い、遺族
への負担を軽減することや公衆衛生の確保を図ることを
目的としています。

(21) (20)広報いよし ２０２６．４ ２０２６．４ 広報いよし

子どもたちの安全・安心な登下校IY
O
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～ランドセルカバーを寄贈 伊予ライオンズクラブ

　３月３日、伊予ライオンズクラブより市内
小学校の来年度新入生へランドセルカバー約
２８０個をご寄贈いただきました。
　今回で６回目の寄贈となるランドセルカ
バーは、地域の子どもたちを交通事故から守
るため、遠くからでも目立つ色を使用してい
ます。子どもたちの安全・安心な登下校のた
めに活用させていただきます。
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～観光物産広域連携交流協定を締結
愛媛県５市町×大分県別府市

　２月２０日、伊予市・東温市・久万高原町・松前町・砥部
町の愛媛県５市町は、大分県別府市と『観光物産広域連
携交流協定』を締結しました。
　同協定は、観光物産を核とする相互の連携強化を推進
して、四国愛媛と九州大分における関係・交流人口の拡
大を図り、地域経済の活性化につなげることを目的とし
ています。
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～米湊A－１区 ふれあい作品展まつり
地域のふれあいの場

　３月８日、米湊Ａ－１区集会所と湊神社境内で『第１６
回ふれあい作品展まつり』が開催されました。
　餅つきやハーバリウム作りなどさまざまな企画が用意
され、多くの人が訪れました。区長の仲田正夫さんは「近
年は多くの家族連れにお越しいただき、この祭りに対し
てうれしい声もいただいています。今後も地域のふれあ
いの場として、次世代につなげていきたいです」と笑顔
で話してくれました。
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～夜間津波避難訓練 双海町灘町地区
伊予市で初の取り組み

　２月２１日、ふたみ農林漁業者トレーニングセ
ンターほかで『夜間津波避難訓練』が行われ、市
民約１３０人や関係団体が参加しました。
　市と灘町地区自主防災会が主催した夜間にお
ける避難訓練は、伊予市で初めての取り組みで
す。南海トラフ巨大地震による津波発生を想定
し、参加者は懐中電灯を手に高台へ避難しまし
た。避難後は非常食の試食やワークショップで
日頃の備えの大切さを学びました。

　初めて夜間津波避難訓練を
実施し、昼間とは異なる環境や
歩行の難しさを実感しました。
課題も見つかり、地震の際にパ
ニックを避けるためには、定期
的な訓練を行い、家庭でも地域
でも日頃から備えることが大切
だと感じました。

福岡逸朗さん
双海町灘町地区自
主防災会長



今月のお知らせ
参加募集、大会結果など

■問い合わせ　社会教育課（直通☎９８２－５１５５）

伊予市青少年センター子どもの悩み相談専用電話

いよしこどもほっとライン　☎９８２－２６０２
◆相談日時　月・水・金曜日（祝日を除く）、８：３０
～１７：００（金曜日は１２：００まで）

教育・文化・生涯学習・スポーツ

図書館だより
新刊入りました♪

市立図書館 ☎９８３－４０５１

◆開館時間
月・水・木・土・日曜日、９：００
～１９：００
金曜日、９：００～２０：００
◆４月の休館日
７日（火）、１４日（火）、２１日（火）、
２８日（火）、３０日（木）
◆おはなし会・腹話術
絵本読み聞かせ、紙芝居など
４月１１日（土）、１０：３０～
◆イベント
虫ムシかくれんぼ
４月２日（木）～２９日（水）
リサイクルＢＯＯＫ大募集！！
４月１日（水）～５月１日（金）

届け出だけでもらえるお金大全
服部貞昭／著　自由国民社

　こんな時にお金をもらえたら助か
るのに…。仕事や結婚、住宅、病気・
けが、老後、介護など、人生の場面ご
とに届け出だけでお金がもらえる制
度を分かりやすく解説。一生トクす
るセーフティネットのお金辞典。

ちいさなショベルカーベルン
すとうあさえ／作　早川純子／絵　
童心社

　ぴかぴかのミニショベルカーのベ
ルン。トラックに乗って、初めての工
事現場に向かってみると現場には大
きくて立派なショベルカーばかり…。
小さくても大活躍するかわいいミニ
ショベルカーの話。

　３月２日、少年消防クラブの卒団式が行われました。
　少年消防クラブは、火災予防についての理解を深
め、行動力を高めることを目的に活動しています。
入団式、ホースの取り扱い訓練などの消防体験学習、

僕たち私たちの学校生活

少年消防クラブ卒団式 
～北山崎小学校～

～伊予市スポーツ推進委員会～

優良団体表彰を受賞
　第６６回全国スポーツ推進委員研究協議会で、
伊予市スポーツ推進委員会が「全国スポーツ推進
委員連合優良団体表彰」を受賞しました。
　同表彰は、スポーツの普及・振興に対する長年
の取り組みが評価されたものです。今後、ニュー
スポーツを中心にスポーツの普及・促進活動を一
層推進し、地域社会全体の健康づくりに取り組み
ます。

～輝け！ 伊予市の選手たち～

全国大会出場選手激励会

【全国高等学校柔道選手権大会】河野優心さん、魚見
昂矢さん

【全日本社会人バスケットボール選手権大会】清家聖
美さん

クラブでの経験を生か
して、災害時は自分か
ら行動したいです♪
４年 染次寿美礼さん

～今岡御所跡～

文化財の説明看板を修繕しました
　市指定史跡「今岡御所跡」（宮下）の説明看板を
修繕しました。
　今岡御所跡は、孝霊天皇の第３皇子である彦
狭島命の墓、もしくはその霊を祭る施設がある
とされる小高い丘です。江戸時代の文献にも伝
説が書かれ、大正時代以前は、この丘にたくさん
の古墳があったとされています。
■問い合わせ　社会教育課

▲詳しくは
こちら

(23) (22)広報いよし ２０２６．４ ２０２６．４ 広報いよし

他校の児童と一緒に学ぶ夏季研修、防火・防災教室、
防火広報など、１年を通してさまざまな知識を身に
付けました。



無料相談
お気軽にご相談ください

人権相談
４月１６日（木）、１３：００～１６：００
ＩＹＯ夢みらい館、中山地域事務所、
双海地域事務所
相談担当者：人権擁護委員
福祉課☎９８２－７３３０（直通）

弁護士・行政書士・税理士相談
１３：３０～１６：００
※行政書士相談は７日前まで、その他は前
日までに予約が必要です。

○第１・３水曜日：弁護士相談
○第２金曜日：行政書士相談
○第２・４火曜日：税理士相談

伊予市社会福祉協議会☎９８２－
０３９３

行政相談
４月１５日（水）、１０：００～１３：００
相談担当者：髙橋久美子行政相談委員
伊予市役所
４月１４日（火）、９：００～１２：００
相談担当者：宮田昭典行政相談委員
中山地域事務所
総務課☎９０９－６３８０（直通）

子どもに関することやＤＶなどの相談
月～金曜日、８：３０～１７：００
相談先：こども家庭センター☎９８９－
６２２６、☎０８０－２９７４－４５８０

介護相談（高齢者相談窓口）
相談先：伊予市地域包括支援センター
☎９０９－６２６０、なかやま幸梅園☎９６７－
０３００、双海夕なぎ荘☎９８６－０１３１
出張相談窓口：４月２１日（火）、１０：００
～１２：００
ファーマーズマーケットいよっこら

福祉まるごと相談窓口
福祉に関することで、相談先が分から
ないときにご相談ください。
月～金曜日、８：３０～１７：００

伊予市役所１階 福祉課☎９８２－
７３３０（直通）

不動産相談
４月１０日（金）、１３：００～１５：００
松前町役場
伊予宅建協会☎９８４－７０００
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(25) (24)広報いよし ２０２６．４ ２０２６．４ 広報いよし

参加者募集
第３８回トライアスロン中島大会
　中島を舞台に鉄人たちが繰り
広げる夏の風物詩。初心者でも
気軽に参加できる平坦なコース
が特徴です。

■日時　８月２３日（日）、１０時３０分～
■会場　姫ヶ浜（松山市長師）ほか
■内容　スイム１．５㎞、バイク４０㎞、ラン１０㎞
①３種目を１人が続けて行う個人の部
②３種目を３人でつなぐリレーの部（男女不問）
■対象　平成２０年１２月３１日以前生まれの人
※②高等学校、中等教育学校後期課程の生徒も対象。

■定員（先着順）　①３５０人②１５組
■料金　①２万円②１組３万９千円
※①愛媛県トライアスロン協会会員は１万９千円。
※前夜祭参加希望者は、別途中学生以上３千円、小学生千円が必要で
　す。

■申し込み方法　４月３０日（木）までに専用フォーム、郵送、ま
たはファクスでお申し込みください。（消印有効）
※送付先など詳しくは、松山市ホームページをご確認ください。

■申し込み・問い合わせ　トライアスロン中島大会実行委員会
（☎９９７－１８４０、 ９９７－１５８５）
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は「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」で
す
。

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

県
障
が
い
福
祉
課（
☎
９
１
２
ー

２
４
２
３
）

広

告

広

告

水
稲
共
済
、
果
樹
共
済
の

加
入
申
込
時
期
で
す

●
内
容

水
稲
共
済
や
果
樹
共
済

は
、
農
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
の
国
の
保
険
制
度
で
す
。
自
然
災

害
な
ど
に
よ
る
収
量
減
少
の
損
失
に

備
え
て
、
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
象

水
稲
、
果
樹
農
家
の
人

愛
媛
県
農
業
共
済
組
合（
☎

９
４
１
ー
８
１
３
５
）

▲詳しくは
こちら

●
内
容

海
外
で
の
体
験
を
通
じ
て
、

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
研
修
国

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
な
ど

●
日
程

７
月
２６
日
㈰
〜
８
月
１３
日

㈭
の
う
ち
、
７
〜
１７
日
間

※
研
修
国
に
よ
り
日
程
、対
象
、参
加
費

な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、（
公

財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会（
☎

０
３
ー
６
８
２
５
ー
３
１
３
０
）

夏
休
み
海
外
研
修
交
流

▲詳しくは
こちら

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

く
現
地
調
査

●
内
容

土
砂
災
害
か
ら
生
命
や
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
土
砂
災

害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
委
託
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

者
が
個
人
な
ど
の
土
地
へ
立
ち
入
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間

令
和
９
年
３
月
末
ま
で

県
中
予
地
方
局
河
川
砂
防
課（
☎

９
０
９
ー
８
７
７
４
）

●
申
込
期
限

４
月
３０
日
㈭
消
印
有

効※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
松

山
広
域
福
祉
施
設
事
務
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

松
山
広
域
福
祉
施
設
事
務
組
合

（
☎
９
６
８
ー
２
７
２
６
）

「広報いよし」掲載有料広告を募集します
地域経済の活性化や市民サービスの向上、財源の

確保のため、公益法人や市内の事業所などから広告
を募集しています。
○掲載場所　裏表紙の最下段など
○印刷部数　１４，１００部（毎月１日発行）
■問い合わせ　総務課（直通☎９０９－６３８１）

▲詳しくは
こちら



人きらり伊予市の海をきれいにし隊

心地よく過ごせる居場所へ

月
２
回
、
市
内
の
海
岸
で
清
掃

活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
伊
予
市
の
海
を
き
れ
い
に
し
隊
」。

他
市
町
の
海
岸
清
掃
に
参
加
し

た
際
、
漂
着
ご
み
が
２
ｍ
も
の
高

さ
ま
で
積
も
っ
て
い
る
光
景
を
目

に
し
た
友
澤
有
希
子
さ
ん（
上
三

谷
）と
片
岡
英
富
さ
ん（
下
唐
川
）。

そ
の
光
景
に
衝
撃
を
受
け
、
少
し

で
も
大
好
き
な
伊
予
市
の
海
を
守

り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
令
和
４

年
１０
月
に
団
体
を
発
足
し
ま
し

た
。
初
回
の
参
加
者
は
１５
人
程
度

で
し
た
が
、
今
で
は
３０
人
を
超
え

る
市
民
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

活
動
は
清
掃
だ
け
で
は
な
く
、

郡
中
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
清

掃
活
動
に
は
小
学
生
や
家
族
で
の

参
加
が
増
え
、
活
動
の
輪
が
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。

同
隊
の
特
徴
は
、
誰
で
も
自
由

に
参
加
で
き
る
こ
と
で
す
。
友
澤

さ
ん
は「
こ
こ
に
来
る
目
的
や
思

い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
い

い
ん
で
す
。
ご
み
を
懸
命
に
拾
う

人
も
い
れ
ば
、
誰
か
と
話
し
た
く

て
来
る
人
も
い
ま
す
。
大
切
な
の

は
、
参
加
す
る
こ
と
で
み
ん
な
の

幸
福
度
が
高
ま
り
、
プ
ラ
ス
に
な

る
場
所
で
あ
り
続
け
る
こ
と
。
こ

れ
か
ら
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
心

地
よ
く
過
ご
せ
る
居
場
所
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

活
動
の
様
子
は
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

清掃活動を行うボランティア団体

▲２月１５日、五色姫海浜公園で『ビーチクリーン』を開催。参加した小学５年の渡部楓真さん
は「学校の授業でごみ問題の深刻さを知り、少しでも役に立ちたいです」と話してくれました。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
支
援

公
共
的
な
地
域
の
清
掃
や

ご
み
拾
い
を
実
施
す
る
際
、

収
集
用
袋
の
配
布
と
収
集
後

の
ご
み
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境

政
策
課（
直
通
☎
９
０
９
ー

６
３
３
８
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▲インスタ
グラム
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㊩休日当番医（９～１５時、要連絡）
Ⓐ～Ⓗ２次救急医療機関４月のカレンダー

１ 水 Ⓑ

２ 木 Ⓒ

３ 金 Ⓓ

４ 　　　　 Ⓔ

５ 清明
                    　 ㊩よしおか内科☎９５６－３２１１Ⓕ

６ 月 Ⓖ

７ 火 Ⓗ

８ 水 　　　　　 Ⓐ

９ 木  　　　　　Ⓑ

１０ 金 Ⓒ

１１ 　 　 Ⓓ

１２ ㊩伊予病院☎９８３－２２２２Ⓔ

１３ 月 Ⓕ

１４ 火 Ⓖ

１５ 水 　　　　　　 Ⓗ

１６ 木 Ⓐ

１７ 金 土用の入り　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⓑ

１８ Ⓒ

１９ 　　　　　　　㊩梶原クリニック☎９６０－３１９７ Ⓓ

２０ 月 穀雨　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　  Ⓔ

２１ 火 サテライト市長室（９～１２時）中山地域事務所
　 〃　　　　（１３～１６時）双海地域事務所 Ⓕ

２２ 水 Ⓖ

２３ 木 Ⓗ

２４ 金 Ⓐ

２５ Ⓑ

２６ ㊩かどた内科☎９５７－３１１３Ⓒ

２７ 月 Ⓓ

２８ 火 Ⓔ

２９ 昭和の日
㊩きはら整形外科☎９８９－７７１１Ⓕ

３０ 木                           Ⓖ

■１次救急医療機関
●松山市医師会休日診療所
（日曜日・祝日、☎９１５－３１１１）
○内科　１０～１３時、１４～１７時
○小児科　１１～１４時、１５～１８時
●松山市急患医療センター
（☎９２２－１１９９）
○内科　月～土曜日、２１～２４時
○小児科　毎日、２１～翌８時

■２次救急医療機関（８時３０分～翌８時３０分）　

Ⓐ
梶浦病院 ９４３－３６２０

Ⓔ
平成脳神経外科病院 ９０５－００１１

愛媛生協病院 ９７６－７００１ 松山さくら病院 ９４１－２２８８
Ⓑ 松山市民病院 ９４３－１１５１ 松山まどんな病院 ９３６－２４６１
Ⓒ 済生会松山病院 ９５１－６１１１ Ⓕ 松山赤十字病院 ９２４－１１１１

Ⓓ
野本記念病院 ９４３－０１５１

Ⓖ
奥島病院 ９２５－２５００

愛媛医療センター ９６４－２４１１ 渡辺病院 ９７３－０１１１

Ⓗ
南松山病院 ９４１－８２５５
松山城東病院 ９４３－７７１７

※市役所休日・延長窓口の詳細は、１２ページをご確認ください。

イベント情報

(27) 広報いよし ２０２６．４

広
報
こ
ぼ
れ
話

『
ポ
タ
★
マ
ラ
い
よ
』の
取
材
で
訪

れ
た
伊
予
灘
Ｓ
Ａ
。
エ
イ
ド
に
来
る

参
加
者
は
、地
元
の
お
も
て
な
し
を

受
け
た
り
、伊
予
灘
や
道
後
平
野
を

見
渡
し
て
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
と
す

て
き
な
表
情
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
も
取
材
終
わ
り
に
、神
谷
養
蜂
場

の
ハ
チ
ミ
ツ
レ
モ
ネ
ー
ド
で
ほ
っ
と

一
息
。
こ
の
一
杯
で
心
も
体
も
温
ま

り
ま
し
た
。（
手
作
り
の
の
れ
ん
が
華

や
か
で
か
わ
い
か
っ
た
美
結
）

広報いよし・伊予市ホームページをスマホでチェック！



広
報
い
よ
し

４
月
号

編
集
・
発
行　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課

問
い
合
わ
せ　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
　
　
☎
９
０
９
ー
６
３
８
１（
直
通
）

広　告

　伊予市下灘で生まれ育ちました。目の前
に広がる穏やかな瀬戸内海は、私にとって
遊びの場であり、学びの場であり、そして
今は仕事の場です。小さな頃から海に親し
み、自然と漁師の道を志しました。気が付
けば漁師歴は２４年になります。
　瀬戸内海は潮の流れが複雑で、四季に
よって取れる魚も変わります。春はマダイ、
夏はハモ、冬はマナガツオなど、一年を通
しておいしい魚に恵まれています。この豊
かな海で育った魚は、身が締まり、脂のり
も良く、多くの方に喜んでいただいていま
す。自分が取った魚を「おいしい」と食べて

もらえることが、何よりのやりがいです。
　海の仕事は自然相手で厳しいこともあ
りますが、仲間と支え合い、家族に励まさ
れながら続けてきました。また地域では剣
道の指導にも携わり、子どもたちに先生や
先輩から教わってきた「礼を大切にする心」
や「人を思いやる気持ち」を、今度は自分が
伝えられるように心がけています。
　これからも下灘の海や自然、関わってく
れる人々に感謝しながら、地域のために自
分のできることに取り組んでいきたいです。
ー 次回は濵田さんのお知り合い、永嶋彰さん
（湊町）にお願いします ー

広　告

思いをつなぐ市民リレー

思いをカタル
№９７

生まれも育ちも下灘、
海とともに２４年

今月のカタル人

濵
は ま だ

田 亮
りょう

 さん（双海町串）
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